
  

 

 

 

12回コンサート候補曲 7曲・合発曲 1曲・ 

青年祭典 2曲 計 10曲をレッスン！ 
□４月２９日(日)１４：００～１７：００昴定例レッスンが開催されました。佃さんの体操と吉

岡さんのリードで「滑舌の訓練」、千秋

さんのヴォイストレーニングのあと、本

並先生の指揮で、「橋を作ったのはこの

俺だ」(トム・パクストン作詞作曲・た

かいしともや訳詞・千秋永津子編曲)、

「未来をかけて」（斉藤清巳作詞作曲・

土肥永津子 Piano 編曲）、「津軽のふるさ

と・北国の春」、「浜辺のうた」（林 古渓

作曲・成田為三作詞・林 光編曲）を、

休憩をはさんで、伊藤副指揮者の指揮で、「SIYAHAMBA」「津軽のふるさと」「無縁坂」を、引き続

き本並先生の指揮で、青年祭典の 2 曲「わが大地のうた」「町」と 2018 合発曲「君死にたまふこと

なかれ」をレッスンしました。全 10 曲！ピアノ伴奏は西應 静さん。参加者は全２９名でした。 

 

□「橋を作ったのはこの俺だ」は新たに千秋永

津子さんにピアノ伴奏をつけて編曲いただき

ました。また 12 回候補曲である「未来をかけ

て」(斎藤清巳・作詞作曲)「春を待つ」（多田武

彦作曲）にも昴の演奏曲目として、土肥永津子

さんの編曲・ピアノ伴奏が彩を添えています。 

 

「橋を作ったのはこの俺だ」を Finale で浄書・

音源づくりを担当いただいた三村さんから、千秋

永津子さん編曲のこの曲についての感想が寄せられました。 

「この編曲はとてもよくできていると思います。Finaleで浄書する役割を担当しましたが、楽譜が出来上がったところ

でプレーバック（演奏）にかけて聞きましたところ、軽快で素晴らしい出来上がりに感動しました。２部合唱の低音部

の跳ね方が快い、間奏のウエスタン調も好もしい、４番目の編曲を変えて変化をさせているところなど名曲に仕上

がっていると思います。 

初レッスンでは、音取り、歌詞割り変更に時間と注意をとられて、皆さん、編曲の感想までには至らなかったのでは

ないでしょうか。回数を重ねて歌いこんで（ピアノも弾きこんで）行くうちに、名曲に仕上がって、昴の定番曲として定

着すると思います。三村」 

昴 男声合唱団 

Subaru 
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（参考資料） 「無縁坂」〜母の人生を坂道に喩えながら綴った さだまさしの名曲〜 

 

母がまだ若い頃 僕の手をひいて 

この坂を登るたび いつもため息をついた 

ため息つけば それで済む 

後だけは見ちゃだめと 

笑ってた白い手は とてもやわらかだった 

 

運がいいとか 悪いとか 

人は時々口にするけど 

そういうことって確かにあると 

あなたを見ててそう思う 

 

忍ぶ 不忍(しのばず) 無縁坂 かみしめるような 

ささやかな 僕の母の人生 

 

この「無縁坂」は、さだまさしが 23歳の時（1975年）にグレープの 6枚目のシングルとして発表した楽曲である。

東京都文京区湯島 4丁目に実在する坂を舞台に、年老いた母に対する息子の想いが歌詞に綴られている。この

何か意味ありげな名前を持つ坂。一体どんな坂なのだろう？ 

そして、この歌はどんな経緯で紡がれた歌なのだろう？ 

──東京・上野の不忍池（しのばずのいけ）を背に、本郷方面へと歩くと東西に延びた 200mほどの坂道がある。 

南側には三菱財閥の創設者である岩崎家の石垣が続く。北側には火事の多かった江戸の町から今なお現存して

いる防火建築漆喰（しっくい）造りの講安寺や、東大医学部が広がっている。 

その坂はかつてここにあった寺の名前（無縁寺）に由来して“無縁坂”と名付けられたという。江戸時代の地図にも

その名が残っている坂である。 

明治の文豪・森鷗外の小説『雁』は、この界隈を舞台にしていて、主人公の青年は、無縁坂を散歩道としてよく歩

いていたとされている。 

時を経て…昭和の時代になって、再びこの坂を有名にしたのが、さだまさしが書いた「無縁坂」だった。 

まだ若かった頃のさだの母が、幼い僕＝さだの手を引いて「この坂を登るたび いつもため息をついた」というフレ

ーズから始まるこの歌は、不遇だった自分の母親のことを大人になってから想い起すという設定の歌である。 

この「母」と「僕」の二人はなぜこの坂を登ったのだろう？ 

さだ自身の“人生の軌跡”に誕生秘話があったという。 

彼は 1952年に長崎県長崎市で生まれた。 

長崎は平らな道が少なく、道の多くは坂道か階段だという。 

坂の下には長崎湾が広がる風景が、少年の頃から彼の脳裏に焼きついていた。彼は幼年期から恵まれた家庭に

育ち、バイオリンに熱中した。照れ屋だったため、母とも手を繋いで歩いたことがなかったという。バイオリン教室に

通う時は、いつも母が付き添ってくれた。 

その“腕”を磨くために、彼は中学一年から単身で上京することとなる。 
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12歳から一人で暮した街で、彼は寂しさを紛らわすように歴史を訪ねる散歩を重ねたという。 

鷗外に魅せられて、この坂道を何度も歩いたという。 

高校に入学すると音楽以外に小説にも興味を抱き、ペンを走らせるようになる。 

 

母がまだ若い頃 僕の手をひいて 

この坂を登るたび いつもため息をついた 

歌の出だしとなるこの言葉は、彼が当時書いた小説の一節だった。彼は、この短い詩を自分の心の引き出しにしま

ったままでいた。 

1973年、彼は 21歳でグレープとしてデビューを果たす。翌 1974年に「精霊流し」がヒットする。 

23歳になった彼は、日本テレビのドラマ『ひまわりの詩』の主題歌を依頼される。三浦友和、池内淳子主演で描か

れるその物語のテーマは“お母さん”だった。 

──彼は大切に胸の引き出しにしまっておいた“あの坂の詩”のことを思い出した。 

その一節を歌の冒頭にそのまま引用することを決めて、創作にとりかかった。 

母は“子育て”という坂道を登ってゆく。その背中を見る息子は、母に対してどういう想いを抱いていたのだろう？自

問自答をくり返し…彼は母の人生を坂道に喩えながら、息子の想いを歌に込めた。 

マザコンとか“暗い”とかという評はあったけど、年配の男性には食い込んだ歌ですね。 

今でもコンサートで歌うと、この歌で泣いている方がいらっしゃいます。 

“無縁”という言葉の響きが、母への切なさを感じさせるのでしょうね…。 

「忍ぶ」「不忍池」と意味ありげに言葉を繋ぎながら、寂しさを紛らわすように歩いた東京の風景と、長崎で過ごした

母との思い出を、巧みに折り重ねるようにして一篇の詩を綴ったのだ。 

（バイオリン教室に付き添ってくれた母との思い出と、長崎の坂道の風景も重なっています。 

東京にも、港区や文京区に風情の残る坂道がたくさんあります。坂道はどこか人生を感じさせますね。） 

いつかしら僕よりも 母は小さくなった 

知らぬまに白い手は とても小さくなった 

母はすべてを 暦に刻んで 

流して来たんだろう 

悲しさや苦しさは きっとあったはずなのに 

 

運がいいとか 悪いとか 

人は時々口にするけど 

めぐる暦は季節の中で 

漂いながら過ぎてゆく 

 

忍ぶ 不忍(しのばず) 無縁坂 かみしめるような 

ささやかな 僕の母の人生 

 

＜参考文献『東京歌物語』/東京新聞編集局・編著（東京新聞出版部）＞ 

(注)「無縁坂」の名解説！“TAP the POP”より引用しました。（広報部） 
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http://www.tapthepop.net/day/33262

